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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下部に第１表示板を含み上部に第２表示板を含む液晶パネルと、
　上部から前記液晶パネルが収納され、複数の側壁を含む枠状の第１収納容器と、
　前記第１収納容器の下部の前記第２表示板に対応する位置に配置される反射シートと、
　一側が前記第１表示板に接触し、他側が前記第１収納容器の側壁に沿って折り曲げられ
て前記第１収納容器の下部の前記反射シートと重畳しない領域に配置されるフレキシブル
印刷回路基板と、
　最下部に配置されて前記第１収納容器を収納し、前記反射シートが付着される底板、該
底板の縁に沿って形成配置され前記第１収納容器と締結される複数の側壁、及び前記底板
の前記反射シートと重畳しない領域に形成された開口部を含む第２収納容器と、を有し、
　前記フレキシブル印刷回路基板の他側は、該フレキシブル印刷回路基板を露出させるよ
うに前記開口部に収容されることを特徴とする液晶表示装置。
 
【請求項２】
　前記反射シートを前記底板に付着させる接着層を更に有し、　
　前記フレキシブル印刷回路基板の厚さは前記反射シートと前記接着層と前記底板との厚
さの合計と同じであるか又は小さいことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１収納容器は、前記第１収納容器の側壁の内側に沿って形成される安着段（ｓｅ
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ａｔｉｎｇ　ｓｔｅｐ）を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記安着段の前記反射シートと重畳しない領域の下面側には点光源収納溝が形成される
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。　
【請求項５】
　前記フレキシブル印刷回路基板の他側には点光源が実装され、前記フレキシブル印刷回
路基板の他側は前記安着段に付着されて前記点光源が前記点光源収納溝に収納されること
を特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１収納容器の側壁は、前記フレキシブル印刷回路基板が折り曲げられてガイドさ
れる第１ガイド溝を備える第１収納容器の第１側壁と、前記第１収納容器の第１側壁に隣
接する第１収納容器の第２側壁とを含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置
。
【請求項７】
　前記第１ガイド溝は、前記開口部とオーバーラップすることを特徴とする請求項６に記
載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記フレキシブル印刷回路基板は、該フレキシブル印刷回路基板の他側から垂直方向に
延長された延長部と、該延長部と接続されるコネクタ実装部とを更に含むことを特徴とす
る請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１収納容器の第２側壁は、前記延長部が折り曲げられてガイドされる第２ガイド
溝を備えることを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２ガイド溝は、前記開口部と重畳することを特徴とする請求項９に記載の液晶表
示装置。
【請求項１１】
　前記第２収納容器の側壁は、前記コネクタ実装部が外に引き出されるコネクタ実装部接
続開口を備えることを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　下部に第１表示板を含み上部に第２表示板を含む液晶パネルと、
　上部から前記液晶パネルが収納され、複数の側壁を含む枠状の第１収納容器と、
　前記第１収納容器の下部の前記第２表示板に対応する位置に配置される反射シートと、
　一側が前記第１表示板に接触し、他側が前記第１収納容器の側壁に沿って折り曲げられ
て前記第１収納容器の下部の前記反射シートと重畳しない領域に配置されるフレキシブル
印刷回路基板と、
　最下部に配置されて前記第１収納容器を収納し、前記反射シートが付着される底板、該
底板の縁に沿って形成配置され前記第１収納容器と締結される複数の側壁、及び前記底板
の前記反射シートと重畳しない領域から前記第２収納容器の側壁まで延長されて形成され
た開口部を含む第２収納容器と、を有し、
　前記フレキシブル印刷回路基板の前記第１収納容器の上部に配置される部分を除く他側
に配置された一部分は、該フレキシブル印刷回路基板を露出させるように前記第２収納容
器の側壁と重畳しない前記開口部に収容されることを特徴とする液晶表示装置。
 
【請求項１３】
　前記反射シートを前記底板に付着させる接着層を更に有し、
　前記フレキシブル印刷回路基板の厚さは前記反射シートと前記接着層と前記底板との厚
さの合計と同じであるか又は小さいことを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１収納容器は、前記第１収納容器の側壁の内側に沿って形成される安着段を更に
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含むことを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記安着段の前記反射シートと重畳しない領域の下面側には点光源収納溝が形成される
ことを特徴とする請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記フレキシブル印刷回路基板の他側には点光源が実装され、前記フレキシブル印刷回
路基板の他側は前記安着段に付着されて、前記点光源が前記点光源収納溝に収納されるこ
とを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記フレキシブル印刷回路基板は、該フレキシブル印刷回路基板の他側から垂直方向に
延長された延長部と、該延長部と接続されるコネクタ実装部とを更に含むことを特徴とす
る請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記第１収納容器の側壁は、第１収納容器の第１側壁と第１収納容器の第２側壁とを含
み、
　前記フレキシブル印刷回路基板は前記第１収納容器の第１側壁に沿って折り曲げられ、
　前記第１収納容器の第２側壁は前記フレキシブル印刷回路基板の前記延長部が折り曲げ
られてガイドされる第２ガイド溝を備えることを特徴とする請求項１７に記載の液晶表示
装置。
【請求項１９】
　前記第２ガイド溝は、前記開口部と重畳することを特徴とする請求項１８に記載の液晶
表示装置。
【請求項２０】
　前記第２収納容器の側壁側に形成された開口部の一側には、前記コネクタ実装部が外に
引き出されるコネクタ実装部接続開口が形成されることを特徴とする請求項１７に記載の
液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、より詳しくは、液晶表示装置に含まれるフレキシブル
印刷回路基板（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：ＦＰＣ）の厚さを
増加させて製造コストを低減させることのできる液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）は、現在最
も広く使われている平板表示装置（ｆｌａｔ　ｐａｎｅｌ　ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＰＤ）の
１つであって、電極が形成されている２枚の基板と、その間に挿入されている液晶層とか
らなり、電極に電圧を印加して液晶層の液晶分子を再配列させることによって透過される
光の量を調節する表示装置であって、小型化、軽量化及び省エネルギ化などの利点を有し
ている。
【０００３】
　液晶表示装置は、それを必要とする携帯電話及びＰＤＡといった小型製品だけでなく、
中大型製品のモニタ及びＴＶなどにも取り付けられて使われるなど表示装置を必要とする
すべての情報処理機器に取り付けられて使われている。
【０００４】
　液晶表示装置は、外部電源を受けて上下基板に信号を伝達するフレキシブル印刷回路基
板を備えるが（例えば、特許文献１参照）、このようなフレキシブル印刷回路基板は高価
であり、厚さが薄いほど製造コストが上昇するという問題がある。
【０００５】
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　液晶表示装置は、最近、軽薄短小化及び製造コスト低減に対する要求に直面しており、
携帯電話のような小型製品に使われる液晶表示装置ではこのような要求が切実である。
　したがって、可能な限り厚いフレキシブル印刷回路基板を使っても、全体厚さは増加し
ない液晶表示装置が要求されている。
【０００６】
【特許文献１】大韓民国特許出願公開第１０－２００７－００００７３号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置における問題点に鑑みてなされたものであっ
て、本発明の目的は、フレキシブル印刷回路基板の厚さを増加させて製造コストを低減さ
せることができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、下部に第１表示板を
含み上部に第２表示板を含む液晶パネルと、上部から前記液晶パネルが収納され、複数の
側壁を含む枠状の第１収納容器と、前記第１収納容器の下部の前記第２表示板に対応する
位置に配置される反射シートと、一側が前記第１表示板に接触し、他側が前記第１収納容
器の側壁に沿って折り曲げられて前記第１収納容器の下部の前記反射シートと重畳しない
領域に配置されるフレキシブル印刷回路基板と、最下部に配置されて前記第１収納容器を
収納し、前記反射シートが付着される底板、該底板の縁に沿って形成配置され前記第１収
納容器と締結される複数の側壁、及び前記底板の前記反射シートと重畳しない領域に形成
された開口部を含む第２収納容器と、を有し、前記フレキシブル印刷回路基板の他側は、
該フレキシブル印刷回路基板を露出させるように前記開口部に収容されることを特徴とす
る。
 
【０００９】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、下部に第１表
示板を含み上部に第２表示板を含む液晶パネルと、上部から前記液晶パネルが収納され、
複数の側壁を含む枠状の第１収納容器と、前記第１収納容器の下部の前記第２表示板に対
応する位置に配置される反射シートと、一側が前記第１表示板に接触し、他側が前記第１
収納容器の側壁に沿って折り曲げられて前記第１収納容器の下部の前記反射シートと重畳
しない領域に配置されるフレキシブル印刷回路基板と、最下部に配置されて前記第１収納
容器を収納し、前記反射シートが付着される底板、該底板の縁に沿って形成配置され前記
第１収納容器と締結される複数の側壁、及び前記底板の前記反射シートと重畳しない領域
から前記第２収納容器の側壁まで延長されて形成された開口部を含む第２収納容器と、を
有し、前記フレキシブル印刷回路基板の前記第１収納容器の上部に配置される部分を除く
他側に配置された一部分は、該フレキシブル印刷回路基板を露出させるように前記第２収
納容器の側壁と重畳しない前記開口部に収容されることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、フレキシブル印刷回路基板を反射シートと重畳さ
れないように配置して、液晶表示装置の厚さの増加なしにフレキシブル印刷回路基板の厚
さを増加させることができるという効果がある。
【００１１】
　また、第２収納容器に開口部を形成することによって、液晶表示装置の厚さの増加なし
にフレキシブル印刷回路基板の厚さを増加させる一方、フレキシブル印刷回路基板を第２
収納容器に固定するための接着層を略することができるという効果がある。
　さらに、フレキシブル印刷回路基板の厚さを増加させて、液晶表示装置の製造コストを
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低減することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る液晶表示装置を実施するための最良の形態の具体例を図面を参照し
ながら説明する。
【００１３】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は、添付する図面とともに詳述す
る実施形態を参照すれば明確になる。しかし、本発明は以下に開示する実施形態に限定さ
れず、相異なる多様な形態で実現できる。本実施形態は、本発明の開示を完全なものにし
、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者に発明の範疇を知らせるために
提供するものであって、本発明は請求項の範疇によってのみ定義される。また、明細書全
体において同じ参照符号は同じ構成要素を示す。
【００１４】
　図１及び図２を参照して、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置について詳しく
説明する。図１は本発明の第１の実施形態による液晶表示装置を示す分解斜視図である。
図２は図１のＡ－Ａ’線に沿って液晶表示装置を切断した断面図である。
【００１５】
　図１を参照すれば、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置は、全体構成として、
液晶パネル１１０、光学シート１２０、導光板１３０、反射シート１４０、接着層１５０
、フレキシブル印刷回路基板２００、第１収納容器３００及び第２収納容器４００を含む
。
【００１６】
　液晶パネル１１０は、ゲートライン（図示せず）及びデータライン（図示せず）、薄膜
トランジスタアレイ、画素電極などを含む第１表示板１１１と、ブラックマトリックス、
共通電極などを含み、第１表示板１１１に対向するように配置された第２表示板１１２と
、第１表示板１１１の下部に配置された第１偏光板１１３と、第２表示板１１２の上部に
配置された第２偏光板１１４と、を含む。第１表示板１１１と第２表示板１１２との間に
は液晶層（図示せず）が介在する。
【００１７】
　液晶パネル１１０は、平板状の基板が積層されて、後述する第１収納容器３００に配置
される。具体的に、液晶パネル１１０は、第１収納容器３００の上部から収納されて安着
段（ｓｅａｔｉｎｇ　ｓｔｅｐ）３１０に配置できる。液晶パネル１１０の一側には、液
晶表示装置を駆動するための駆動集積回路１１５及びフレキシブル印刷回路基板２００が
配置できる。駆動集積回路１１５は、フレキシブル印刷回路基板２００から駆動電源を受
けることができるように、フレキシブル印刷回路基板２００と電気的に接続されている。
【００１８】
　液晶パネル１１０の下部には光学シート１２０が配置される。光学シート１２０は、点
光源２４０から放射されて導光板１３０を通過した光を拡散したり又は集光したりする役
割をする。光学シート１２０は、拡散シート１２１、第１プリズムシート１２２、第２プ
リズムシート１２３などを含む。
　ここで、拡散シート１２１は、導光板１３０の上部に位置し、点光源２４０から入射さ
れる光の輝度及び輝度均一性を向上させる役割をする。
【００１９】
　拡散シート１２１の上部には、拡散シート１２１から拡散された光を集光し出射させる
第１プリズムシート１２２及び第２プリズムシート１２３が配置される。ただし、第１プ
リズムシート１２２だけでも輝度及び視野角を充分に確保し得る場合、第２プリズムシー
ト１２３は除外できる。
【００２０】
　本実施形態の光学シート１２０は液晶パネル１１０と共に第１収納容器３００に収納さ
れる。すなわち、光学シート１２０は導光板１３０の上部に配置されて液晶パネル１１０
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と直接接触され得る。また、光学シート１２０は第１収納容器３００に別に備えられた分
離段（図示せず）によって液晶パネル１１０と分離されることもできる。
【００２１】
　次に、図１及び図３を参照して、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれ
るフレキシブル印刷回路基板について詳しく説明する。図３は本発明の第１の実施形態に
よる液晶表示装置に含まれるフレキシブル印刷回路基板の底側から見た斜視図である。
【００２２】
　図１～図３を参照すれば、フレキシブル印刷回路基板２００の一側２１０は液晶パネル
１１０、具体的には第１表示板１１１と接触する。フレキシブル印刷回路基板２００は後
述する第１収納容器の側壁（第１側壁３２０と第２側壁３３０）、具体的には第１収納容
器３００の第１ガイド溝３２０ａに沿って折り曲げられ、フレキシブル印刷回路基板２０
０の他側２２０が第１収納容器３００の安着段３１０の下面側に付着される。
【００２３】
　図示していないが、フレキシブル印刷回路基板２００の他側２２０の縁には両面テープ
など接着層（図示せず）が形成でき、この接着層によってフレキシブル印刷回路基板２０
０の他側２２０を第１収納容器３００に付着できる。フレキシブル印刷回路基板２００の
他側２２０には、ゲート駆動信号及びデータ駆動信号を印加するためのゲート駆動信号及
びデータ駆動信号のすべてを処理するための様々な駆動部品２６０が実装される。
【００２４】
　また、フレキシブル印刷回路基板２００には、受動発光装置である液晶表示装置に光を
供給する点光源２４０が実装される。フレキシブル印刷回路基板２００は、フレキシブル
印刷回路基板２００の他側２２０から延長された延長部２２５、及び延長部２２５と接続
されたコネクタ実装部２３０をさらに含むことができる。フレキシブル印刷回路基板２０
０が他側２２０から垂直方向に延長された延長部２２５を含み、フレキシブル印刷回路基
板２００は全体的に「コ」の字の形状を有することができる。
【００２５】
　フレキシブル印刷回路基板２００は、所定厚さＴ１を有するフィルムからなり、フィル
ムの厚さＴ１が薄いほど製造コストが高くなる。したがって、フレキシブル印刷回路基板
２００の厚さＴ１が厚いほど製造コストを低減することができる。フレキシブル印刷回路
基板２００の他側２２０が後述する反射シート１４０と重畳されないようにフレキシブル
印刷回路基板２００の長さＬ１を調節することによって、フレキシブル印刷回路基板２０
０の厚さＴ１が増加しても液晶表示装置全体の厚さは増加しないようにすることができる
。
【００２６】
　このようにフレキシブル印刷回路基板２００の長さＬ１を調節すれば、フレキシブル印
刷回路基板２００が反射シート１４０及び反射シート１４０を第２収納容器４００に付着
させる接着層１５０などと重畳しない。これによってフレキシブル印刷回路基板２００が
反射シート１４０などと重畳するように配置された場合に比べて、フレキシブル印刷回路
基板２００の厚さＴ１が増加しても液晶表示装置全体の厚さは増加しない。
【００２７】
　フレキシブル印刷回路基板２００の他側２２０に配置された点光源２４０としては、例
えばＬＥＤを使うことができる。点光源２４０は後述する導光板１３０の側壁と平行に配
置されて導光板１３０に光を伝達する。また、フレキシブル印刷回路基板２００のコネク
タ実装部２３０に実装されたコネクタ２５０は外部からの電源電圧を加える役割をする。
【００２８】
　次に、図１、図４及び図５を参照して、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に
含まれる第１収納容器について詳しく説明する。図４は本発明の第１の実施形態による液
晶表示装置に含まれる第１収納容器の底側から見た斜視図である。図５は本発明の第１の
実施形態による液晶表示装置に含まれる第１収納容器にフレキシブル印刷回路基板が配置
される態様を示す概略斜視図である。
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【００２９】
　第１収納容器３００は、第１収納容器の複数の側壁（３２０、３３０）を含む枠状を有
することができる。第１収納容器３００は、例えば矩形枠状であり得る。この場合、第１
収納容器の側壁（３２０、３３０）は、第１収納容器３００の横方向に形成された第１収
納容器の第１側壁３２０及び縦方向に形成されて第１収納容器の第１側壁３２０に隣接す
る第１収納容器の第２側壁３３０からなる。第１収納容器３００は、例えば反射性及び加
工性に優れた白色プラスチックからなり得る。第１収納容器３００が白色であるので、導
光板１３０を通過した光が第１収納容器３００の側壁（３２０、３３０）で反射されて光
の損失を最小化することができる。また、第１収納容器３００がプラスチックよりなって
いれば、後述する安着段３１０、第１ガイド溝３２０ａ及び第２ガイド溝３３０ａなどを
容易に形成することができる。
【００３０】
　第１収納容器の第１側壁３２０のいずれか１つには、フレキシブル印刷回路基板２００
が折り曲げられてガイドされるように第１ガイド溝３２０ａが備えられている。第１ガイ
ド溝３２０ａは、第１収納容器の第１側壁３２０の高さと厚さが減少するように、第１収
納容器の第１側壁３２０を彫り込んで形成することができる。第１ガイド溝３２０ａは、
第１収納容器の第１側壁３２０よりも高さ及び厚さが減少しているので、フレキシブル印
刷回路基板２００の一側２１０が第１ガイド溝３２０ａに沿って配置される場合、第１収
納容器３００の外部に突き出したフレキシブル印刷回路基板２００の厚さを吸収すること
ができる。第１ガイド溝３２０ａは後述する第２収納容器４００の開口部４４０と重畳さ
れて、フレキシブル印刷回路基板２００は開口部４４０に収容される。これによって、フ
レキシブル印刷回路基板２００の他側は後述する第２収納容器４００の底板４１０と重畳
されない。
【００３１】
　一方、第１収納容器３００は、第１収納容器の側壁（３２０、３３０）の内側に沿って
形成された安着段３１０をさらに含む。すなわち、第１収納容器の側壁（３２０、３３０
）によって定義された第１収納容器３００の中央部は開放されており、安着段３１０は第
１収納容器の側壁（３２０、３３０）から第１収納容器３００の中央部側に突き出される
。安着段３１０の上部には、上述したように、液晶パネル１１０及び光学シート１２０が
配置できる。また、光学シート１２０は液晶パネル１１０に付着されて安着段３１０の一
側に配置させることもできる。
【００３２】
　第１ガイド溝３２０ａに隣接するように配置された安着段３１０の一側はその幅が中央
部側に拡張されている。幅が拡張された安着段３１０の下面側には点光源収納溝３５０及
び駆動部品収納溝３６０が形成されて、フレキシブル印刷回路基板２００の他側２２０に
実装された点光源２４０及び駆動部品２６０を収納する。
【００３３】
　第１収納容器の第２側壁３３０は、例えば第１収納容器の第１側壁３２０と直交するよ
うに形成できる。第１収納容器の第２側壁３３０は、フレキシブル印刷回路基板２００の
延長部２２５が折り曲げられてガイドされる第２ガイド溝３３０ａを備える。フレキシブ
ル印刷回路基板２００の延長部２２５は、図５の矢印方向に折り曲げられてフレキシブル
印刷回路基板２００の一側２１０と重畳され、コネクタ２５０は、第１収納容器３００の
下面側を向かうようになる。
【００３４】
　第２ガイド溝３３０ａは、後述する第２収納容器４００の開口部４４０と重畳されるよ
うに形成されて、フレキシブル印刷回路基板２００が開口部４４０に収容される。これに
よって、フレキシブル印刷回路基板２００が第２収納容器４００の底板４１０と重畳され
ない。一方、第１収納容器の第２側壁３３０には締結突起３４０が備えられており、この
締結突起３４０によって第１収納容器３００が第２収納容器４００と締結される。
【００３５】
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　次に、図１、図２、図６及び図７を参照して、本発明の第１の実施形態による液晶表示
装置に含まれる導光板、反射シート、接着層及び第２収納容器について詳しく説明する。
　図６は本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれる第２収納容器の底側から
見た斜視図である。図７は本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれる第２収
納容器にフレキシブル印刷回路基板が配置される態様を示す概略斜視図である。
【００３６】
　導光板１３０は、第１収納容器３００の下部に配置されて、点光源２４０から出射され
た光をガイドする役割をする。導光板１３０は、光を効率的にガイドできるように透光性
を有する材料、例えばポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）のようなアクリル樹脂、ポ
リカーボネート（ＰＣ）のような一定の屈折率を有する材料からなり得る。導光板１３０
の一面には導光板１３０の一側から導光板１３０の内部に伝達された光が上部に出射でき
るように散乱パターン（図示せず）が形成され得る。
【００３７】
　導光板１３０の下部には反射シート１４０が配置され、反射シート１４０は第２収納容
器４００側に放射される光を上部に反射させる。
　反射シート１４０の下部には接着層１５０が配置され、接着層１５０は反射シート１４
０を第２収納容器４００の底板４１０に付着させる。接着層１５０は、例えば両面テープ
であり得る。
【００３８】
　第２収納容器４００は、導光板１３０、反射シート１４０などを収納し、第１収納容器
３００と締結される。第２収納容器４００は、液晶表示装置の最下部に配置されて、収納
された部品を保護するように金属からなり得、「ボトムシャーシ」とも言う。
【００３９】
　第２収納容器４００は、反射シート１４０が付着される底板４１０、底板４１０の縁に
沿って配置されて第１収納容器３００と締結される第２収納容器の側壁４２０を含む。
　底板４１０は所定厚さＴ４を有することができ、底板４１０に反射シート１４０が付着
されて導光板１３０などが支持される。
【００４０】
　底板４１０の一側には開口部４３０が形成されている。開口部４３０は底板４１０の一
部を切開して形成され、フレキシブル印刷回路基板２００の他側２２０が開口部４３０に
露出される。フレキシブル印刷回路基板２００の他側２２０は第１収納容器３００の下部
に配置され、反射シート１４０及び接着層１５０と重畳されないので、フレキシブル印刷
回路基板２００の厚さＴ１を増加できる点は上述した通りである。
　これに加えて、第２収納容器４００に開口部４３０を形成することによって、フレキシ
ブル印刷回路基板２００が第２収納容器４００と重畳されず、これによってフレキシブル
印刷回路基板２００の厚さＴ１をより増加させることができる。
【００４１】
　すなわち、図２に示すようにフレキシブル印刷回路基板２００の厚さＴ１はフレキシブ
ル印刷回路基板２００が第２収納容器４００の底板４１０の外部に突き出されない厚さＴ

１を有することができる。この場合、フレキシブル印刷回路基板２００の厚さＴ１は、反
射シート１４０の厚さＴ２と接着層１５０の厚さＴ３と底板４１０の厚さＴ４の合計と同
じかまたはそれより小さい。
【００４２】
　フレキシブル印刷回路基板２００が第２収納容器４００に配置されて開口部４３０に収
容された場合、第２収納容器４００の底板４１０の外面とフレキシブル印刷回路基板２０
０の他側２２０は所定厚さＴ５だけ離隔させることができる。このように第２収納容器４
００に開口部４３０が形成されることによって、フレキシブル印刷回路基板２００の厚さ
Ｔ１をより増加でき、これによって、高価のフレキシブル印刷回路基板２００の製造コス
トを低減することができる。また、開口部４３０が形成されて、第２収納容器４００にフ
レキシブル印刷回路基板２００を固定させるための接着層が要求されないので、接着にか



(9) JP 5582677 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

かるコストも低減することができる。
【００４３】
　一方、第２収納容器４００の底板４１０の縁には第２収納容器の側壁４２０が形成され
て収納空間を定義する。第２収納容器の側壁４２０の一側には、フレキシブル印刷回路基
板２００のコネクタ実装部２３０が第２収納容器４００の内部から外部に引き出されるよ
うにコネクタ実装部接続開口４４０が備えられている。これによって、フレキシブル印刷
回路基板２００に実装されたコネクタ２５０は第２収納容器４００の外部に露出され、外
部電源を受けて液晶表示装置を駆動させる。また、第２収納容器の側壁４２０には第１収
納容器３００と締結されるように締結溝４５０が備えられる。締結溝４５０は第１収納容
器３００の締結突起３４０と締結される。
【００４４】
　以上、説明した液晶表示装置の上部、すなわち液晶パネル１１０の上部にはトップシャ
シ（図示せず）によって保護されたり、携帯電話のような装置に使われる場合、トップシ
ャシが略されて別の保護カバーによって保護することもできる。
【００４５】
　次に、図８～図１０を参照して、本発明の第２の実施形態による液晶表示装置について
詳しく説明する。図８は本発明の第２の実施形態による液晶表示装置を示す分解斜視図で
ある。図９は本発明の第２の実施形態による液晶表示装置に含まれる第１収納容器を底側
から見た斜視図である。図１０は本発明の第２の実施形態の第１収納容器にフレキシブル
印刷回路基板が配置される態様を示す概略斜視図である。
【００４６】
　説明の便宜上、上記第１の実施形態の図面に示す各部材と同一機能を有する部材は同一
符号で示し、その説明は省略する。本実施形態による液晶表示装置は、第１及び第２収納
容器の構造及びフレキシブル印刷回路基板の長さが一部異なる点を除いては本発明の第１
の実施形態による液晶表示装置と基本的に同一構造を有する。
【００４７】
　図８～図１０を参照すると、本実施形態の第１収納容器３０１は、例えば矩形枠状を有
することができ、複数の第１収納容器の側壁（３２１、３３０）及び第１収納容器の側壁
（３２１、３３０）に沿って形成された安着段３１０を含む。
　第１収納容器の側壁（３２１、３３０）は第１収納容器の第１側壁３２１及び第１収納
容器の第２側壁３３０を含む。本実施形態の第１収納容器の第１側壁３２１には第１の実
施形態と違って、第１ガイド溝が形成されていない。これによって、第１収納容器３０１
の製作が容易である。フレキシブル印刷回路基板２００は第１収納容器の第１側壁３２１
の外側面に沿って折り曲げられる。このためにフレキシブル印刷回路基板２００の長さＬ

２は第１の実施形態より長く形成される。
【００４８】
　第１収納容器の第１側壁３２１に隣接した第１収納容器の第２側壁３３０は、フレキシ
ブル印刷回路基板２００の延長部２２５が折り曲げられてガイドされる第２ガイド溝３３
０ａを備える。フレキシブル印刷回路基板２００の延長部２２５は、図５に示した矢印方
向に同様に折り曲げられてフレキシブル印刷回路基板２００の一側２１０と重畳される。
　第２ガイド溝３３０ａは、フレキシブル印刷回路基板２００が第１収納容器の第２側壁
３３０の外部にフレキシブル印刷回路基板２００が過度に突き出すのを防止する。第２ガ
イド溝３３０ａは後述する開口部４３１と重畳されてフレキシブル印刷回路基板２００が
開口部４３１に収容される。
【００４９】
　次に、図８、図１１及び図１２を参照して、本発明の第２の実施形態による第２収納容
器について詳しく説明する。図１１は本発明の第２の実施形態による液晶表示装置に含ま
れる第２収納容器を底側から見た斜視図である。図１２は本発明の第２の実施形態の第２
収納容器にフレキシブル印刷回路基板が配置される態様を示す概略斜視図である。
【００５０】
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　図８、図１１及び図１２を参照すれば、本実施形態の第２収納容器４０１の開口部４３
１は、底板４１０から第２収納容器の側壁４２０にかけて延長されて形成される。第１収
納容器３０１の上部に配置されたフレキシブル印刷回路基板２００の一側２１０を除く部
分は、開口部４３１に収容されて、第２収納容器４０１の底板４１０及び第２収納容器の
側壁４２０と重畳されない。したがって、本実施形態のフレキシブル印刷回路基板２００
も反射シート１４０と重畳されないように第１収納容器３０１の下面側に配置され、開口
部４３１によって形成された空間まで考慮すれば、フレキシブル印刷回路基板２００の厚
さＴ１は増加することができる。
【００５１】
　この場合、フレキシブル印刷回路基板２００の厚さＴ１は、反射シート１４０の厚さと
接着層１５０の厚さと底板４１０の厚さＴ４の合計と同じかまたはそれより小さい。フレ
キシブル印刷回路基板２００が第２収納容器４０１に配置されて開口部４３１に収容され
た場合、第２収納容器４０１の底板４１０及び第２収納容器の側壁４２０の外面とフレキ
シブル印刷回路基板２００の他側２２０は、所定厚さＴ５だけ離隔されてフレキシブル印
刷回路基板２００が損傷されるのを防止することができる。
【００５２】
　第２収納容器の側壁４２０側に形成された開口部４３１の一側には、フレキシブル印刷
回路基板２００のコネクタ実装部２３０が引き出されるコネクタ実装部接続開口４４１が
備えられている。
【００５３】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明の液晶表示装置は、携帯電話及びＰＤＡといった小型液晶表示装置に適用し得る
。ただし、上述した液晶表示装置は例示的なものに過ぎない。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ’線に沿って液晶表示装置を切断した断面図である。
【図３】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれるフレキシブル印刷回路基
板の底側から見た斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれる第１収納容器の底側から
見た斜視図である。
【図５】本発明の第１の実施形態の第１収納容器にフレキシブル印刷回路基板が配置され
る態様を示す概略斜視図である。
【図６】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれる第２収納容器の底側から
見た斜視図である。
【図７】本発明の第１の実施形態の第２収納容器にフレキシブル印刷回路基板が配置され
る態様を示す概略斜視図である。
【図８】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図９】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置に含まれる第１収納容器の底側から
見た斜視図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態の第１収納容器にフレキシブル印刷回路基板が配置さ
れる態様を示す概略斜視図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置に含まれる第２収納容器の底側か
ら見た斜視図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態の第２収納容器にフレキシブル印刷回路基板が配置さ
れる態様を示す概略斜視図である。
【符号の説明】
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　１１０　　　液晶パネル
　１１１　　　第１表示板
　１１２　　　第２表示板
　１１３　　　第１偏光板
　１１４　　　第２偏光板
　１１５　　　駆動集積回路
　１２０　　　光学シート
　１３０　　　導光板
　１４０　　　反射シート
　１５０　　　接着層
　２００　　　フレキシブル印刷回路基板
　２１０　　　フレキシブル印刷回路基板の一側
　２２０　　　フレキシブル印刷回路基板の他側
　２２５　　　フレキシブル印刷回路基板の延長部
　２３０　　　コネクタ実装部
　２４０　　　点光源
　２５０　　　コネクタ
　２６０　　　駆動部品
　３００、３０１　　第１収納容器
　３１０　　　安着段
　３２０、３２１　　第１収納容器の第１側壁
　３２０ａ　　　第１ガイド溝
　３３０　　第１収納容器の第２側壁
　３３０ａ　　　第２ガイド溝
　３４０　　　締結突起
　３５０　　　点光源収納溝
　３６０　　　駆動部品収納溝
　４００、４０１　　第２収納容器
　４１０　　　底板
　４２０、４２１　　　第２収納容器の側壁
　４３０、４３１　　　開口部
　４４０、４４１　　　コネクタ実装部接続開口
　４５０　　　締結溝
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